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平成２５年２月２８日 

編集発行 

社会福祉法人 紫野の会  

障害者支援施設 かりいほ 

共生社会を創る愛の基金「地域連携中核団体事業」助成 

生きにくさを抱えた知的障害者を支援し続けるための人材育成研修 

利用者の部屋で利用者の人生の語りを聞く 

平成２４年１１月２７日から１２月１日に共生社会を創る愛の基金の助成を受けて、標

記研修をかりいほで実施しました。知的障害者施設の職員・地域生活定着支援センター職

員・司法修習生など、各分野で「生きにくさ」を抱えた知的障害者と接している、または

接する可能性のある方々が研修生として参加しました。 

研修生には、作業を見学したり、一緒にご飯やおやつを食べたり、お楽しみ会にも参加

したりと、日常の利用者の様子を見てもらい、各利用者と直接話してもらいました。 

 講師は、かりいほの利用者４名にお願いしました。利用者の部屋で、彼らがこれまで歩

んできた人生の語りを聞きました。聞き手役のスタッフとの対話形式ということと、普段

自分が生活している部屋ということもあり、思ったほど緊張はしていない様子でした。こ

れまでの自分はどこでつまずいていたのか、かりいほに来て何が変わったかなど、普段は

語ることがない深い部分まで語ってくれました。 

 利用者の話を聞いた後のディスカッションでは、各利用者に対し、かりいほでどういう

支援をしてきたかを説明しました。「支援者が本人の生きにくさを理解する。」、「本人

の思いに徹底して付き合う。」、「本人が納得するように支援を変えていく。」という、

かりいほがこれまでに培ってきた支援論を伝えました。 

 研修生からは「どの程度本人のこだわりやわがままを受け入れればいいだろうか。付き

合いきれるだろうか。」、「かりいほだけの取り組みにせず、シェアしていかなければな

らない。」、「利用者だけでなく支援者も納得してやっていくにはどうしたらいいか。」

など様々な意見が出されました。 

おやつの時間に利用者と談話 
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「かりいほ応援団」 

社会福祉法人紫野の会後援会の設立 

社会福祉法人紫野の会は昭和５３年に設立し、昭和５４年４月に栃木県那須郡黒羽町（現大田原市）

に知的障害者更生施設かりいほを開設し運営してきました。かりいほは東京都の都外施設であり利用定

員３０人の施設です。知的障害は軽いけれども、様々な「生きにくさ」を抱え地域での生活が困難にな

った人たちを受け入れ、生活のやり直し（「生き直し」）をしてきました。開設以来約１６０人が退所

してそれぞれの次の生活の場に移っていきました。平成２１年度からは利用定員の一割を栃木県の人が

利用できるようになりました。   

障害者自立支援法は、かりいほの取り組みの継続だけでなく存続自体を危うくしました。それはかり

いほを利用する人たちが障害者自立支援法の対象になっていないからでした。この人たちはどういう人

たちなのか、どういう支援が必要なのか、まったく理解されていませんでした。この状況を打開するた

めに、かりいほからたくさんの情報を出し続けてきました。 

かりいほは、平成２４年４月１日で障害者自立支援法の新体系の施設入所支援と生活介護に移行しま

した。知的な障害は軽いけれども、様々な問題を抱え地域での生活が困難な人たちの「生き直し」をす

るために、居住の場としての施設入所支援、日中活動の場としての生活介護に移行しました。制度が想

定していない試みです。その試みを通して、この人たちに必要な支援のあり方を提起し続けます。 

かりいほを、利用者一人ひとりの「生きにくさ」がしっかり理解され、必要な支援がきちんと受けら

れる場所にします。 

かりいほを、ゆっくり時間が流れ安心して居られる場所にします。自分らしく居られること、それが

「生き直し」です。自分らしさを取り戻せる場所にします。 

一人ひとりが自分なりに社会とつながることができる場所にします。そのために「お茶づくり」を進

めます。様々な生産活動を創り出します。自分を表現する創作活動を進めます。生産的な活動が苦手な

人たちには、消費活動を通じた社会とのつながりかたを創り出します。外部の人たちと交流し、協働し

て活動の場所を創り出します。 

「生きにくさ」を抱えた地元の人たちが、通所で使える場所にします。 

こうしたことを進めるには、人と環境の整備が必要です。社会生活を送るにはたくさんの支援が必要

な人たちです。支援員の数は、利用者と支援員の比で２：１が目標です。一人ひとりに必要な個別の支

援をするには必要な人数です。そして安心して居られる部屋などの設備、環境の整備を進めます。 

かりいほを出た後の居場所づくりを進めます。東京都、栃木県にグループホーム等をつくります。ア

パートなどの一人暮らしを支える支援を創り出します。様々な事業所、個人と協力して働く場所を創り

出します。 

平成２３年に社会福祉法人紫野の会は東京都から地域生活定着支援事業を受諾し、東京都内で地域生

活定着支援センターの運営を始めました。矯正施設にいる福祉の支援が必要な高齢者、障害者を福祉に

つなぐ等の活動をします。多くのみなさまに社会福祉法人紫野の会のこうした事業を支えていただきた

く、「かりいほ応援団―社会福祉法人紫野の会後援会」を設立いたします。みなさまの後援会加入を是

非お願いいたします。 

 
平成２５年２月 

          社会福祉法人紫野の会理事長       真名子保則 

          障害者支援施設かりいほ施設長      石 川 恒 

          東京都地域生活定着支援センター長    赤 平 守 

                   

 『かりいほ応援団』会員募集のお知らせ 

 

○年会費 （個人会員）一口 ２，０００円   （終身個人会員）一括納入２０，０００円 

     （団体会員）一口 ５，０００円        ＊一口以上でお願い致します。 

○申し込み方法  下記の口座にお振込みください。 

〈ゆうちょ銀行〉振替口座番号 ００１１０－４－２９１２５６ 

    加入者名 『かりいほ応援団』 
  ※通信欄には会員種別と連絡先（郵便番号、住所、名前、電話番号等）の明記を     

お願いします。 
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餅つき大会（１２月２５日） 

クリスマスケーキ作り（１２月２４日） 

１２月２４日クリスマス会に向けて、女子は大忙し。というのも、クリスマスケ

ーキは女性利用者総出で、作っているからです。一人一個作ります。クリスマス会

で男性利用者が自分が食べたいものに投票する。まるで某グループの総選挙のよう

に、毎年ドキドキです！ 

北村桂子さんのコメント 

ケーキを作った時素敵だっ

た。大変だったけどおもしろか

った。 

 

小幡君のコメント 

もちつき大会では、いろんなもちと

か、いろんな人のつきかたがあってと

ても楽しかったです。いい思い出にな

りました。自分はもちのなかでは、納

豆がすきですよ。そしてもちつきが終

わり片付けをしてたよ。１年に１回の

もちつきは、みんな楽しみだと思いま

した。またやりたいです。 

今年も餅つきを行いました。ここでついた餅は

その場でできたてをきなこやあんこ、納豆餅にし

て食べられます。その他は調理員さんがお休みに

なるお正月を乗り切るための貴重な食料になりま

す。みんな張り切ってついていました。 
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かりいほ便り 年３回発行（６月、１０月、２月） 

編集発行 障害者支援施設 かりいほ  

〒324－0231 栃木県大田原市北野上３９５２番地 Tel 0287－54－2854 

お正月 

山本大達君のコメント 
お正月のとき、ボーリングに行っ

て、ストライクがとれなかったの

が、くやしかったでした。あと二日

目のときボーリングの勝負をして、

１回目勝ったんだけど、２回目負け

てくやしかったでした。 

お正月は、おせちやお

餅を食べながらのんびり

過ごします。２日、３日

はお年玉の買物をした

り、ボーリング、カラオ

ケ、旅行のグループに分

かれ楽しく過ごします。

お正月明けの作業は、み

んな一段ときつく感じる

ようです。 

忘年会 

１２月５日に、かんぽの宿で忘年会を行いまし

た。利用者、職員の他に、保護者とかりいほがお世

話になっている人を招待しました。美味しい料理を

食べて、お酒を飲み、たくさん歌うことで、新たな

年を迎えるのが、かりいほ流の忘年会のようです。

最後は「上を向いて歩こう」をみんなで歌い終了

し、みんな満足そうな顔で帰路に着きました。 

高橋勉君のコメント 
かんぽの宿で忘年会をやって、

楽しかった。かんぽの宿でご飯三

杯食べた。伊藤先生と一緒に食べ

ました。かんぽの宿で高橋さんと

一緒に温泉に入りました。気持ち

よかった。 

 


